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第 2章 円一エリアを取り巻く現状と課題
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２.２. 円一エリアの課題

（１） 円一エリアの現況を踏まえた課題

円一エリア及び周辺施設の現況を踏まえた課題は以下のとおりです。

表 ２-１ 円一エリアの現況を踏まえた課題

上位・

関連計画

l 当該地は、三原市中心市街地活性化基本計画（第 2期）や、市中心部の 50 年
後のめざす姿をとりまとめた「市中心部のグランドデザイン」の計画に含まれ
ているため、中心市街地内の施策や事業との整合を図る必要があります。

l 中心市街地としての役割を明確にするとともに、「繋がり・回遊するまち」を目
指し、JR三原駅や三原市役所などの周辺施設とのネットワークの形成やにぎわ
い形成の視点にも配慮した検討が必要となります。

土地利用・

建物概要

l 昔から公共施設が集積した地域であり、今後も「中心市街地のサポートゾーン」
として、行政サービス機能の拠点としての機能を維持していく必要がありま
す。

l 道路を挟んだ東側には大規模な商業施設が立地しており、計画地との連携が望
ましいため、事業者との調整が必要となります。

道路整備

状況

l 対象地の東側の「円一町１号線」は、三原駅や内港地区などを結ぶ主要な道路
となっていますが、エスコートゾーンが整備されておらず、バリアフリーの整
備促進が望まれます。

災害履歴・

災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ

l 大規模な災害履歴はないものの、円一エリアは、洪水時には想定最大規模で概
ね 0.5〜3ｍ未満の浸水が、津波発生時には、概ね 0.3〜1.0ｍ未満の浸水が想定
されています。また、埋立地であるため地震時の液状化の危険度が高いとされ
ています。このため、周辺一帯を含めた、安全性への配慮が必要となります。

対象地区の

検討経緯

l 中央公⺠館の建替え⽤地としての重要性があるため、可変性のある、柔軟な土
地利⽤の検討が必要となります。

l 中央公⺠館は存置するため、新たに整備する機能等との連携や、機能のすみ分
け等の検討が必要となります。

l 周辺施設の将来的な建替えも考慮した段階的な機能再編・集約の検討及び、⻑
期的な視点が求められます。
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第３章 再整備方針

３.１. 再整備の方向性

前章で整理した「社会情勢の変化を踏まえた課題」におけるキーワードをもとに、円一エリ
アに求められる再整備の方向性として、「にぎわいを創出する市⺠交流拠点の形成」「定住促進
する子育て支援拠点の形成」「持続可能な環境共生拠点の形成」の３つの方向性を設定します。

表 ３-１ 「社会情勢の変化」に対応する再整備の方向性

分類 キーワード 再整備の方向性

人口
動態

・魅力的な空間形成による少子高齢化や人口減
少への対応

・子育て支援の推進
・関係人口の創出・拡大による地域活力の維持

経済性
・グローバル化や技術革新への対応
・地域の魅力向上や情報発信による財源確保

環境
・環境に配慮した先導的取組
・脱炭素化・再生可能エネルギーの供給拡大

防災
・大規模なオープンスペース需要に対応した土
地利用

IT 技術等 ・Society5.0 の実現に向けた取組

その他

・三原市が力を入れている取組
（定住促進、子育て支援など）

・多様な人々が活躍できる環境
・SDGｓ・インクルーシブの視点
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持続可能な
環境共生拠点の形成

にぎわいを創出する
市⺠交流拠点の形成

定住促進する
子育て支援拠点の形成
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（１） 「にぎわいを創出する市民交流拠点の形成」の考え方

「にぎわいを創出する市⺠交流拠点の形成」では、周辺公共施設（中央公⺠館やリージョン
プラザ、小学校、保育所等）を利用する「多様な人々の活躍が期待できる環境の整備」と、周
辺の商業施設等を含めた連携が期待できる「イベント開催等に適した空間の整備」に主眼を置
くことで、三原市外の関係人口の創出・拡大を図り、地域活力の維持に寄与する地区として、
円一エリアを再整備する方針とします。

（２） 「定住促進する子育て支援拠点の形成」の考え方

「定住促進する子育て支援拠点の形成」では、近隣住⺠を中⼼としつつ、三原駅への近接性を
生かした「三原市内の多くの子育て世代が利用しやすい環境の整備」と、周辺公共施設（中央公
⺠館やリージョンプラザ、小学校、保育所等）の利用者が活用できる「親子の交流が促される空
間の整備」を行うことで、三原市内や中⼼市街地への定住促進に寄与する地区として、円一エリ
アを再整備する方針とします。

（３） 「持続可能な環境共生拠点の形成」の考え方

「持続可能な環境共生拠点の形成」では、SDGｓや脱炭素化・再生可能エネルギーの活用とい
った「環境負荷低減に関する先進的な取組の実施」に主眼を置くことで、三原市の持続可能なま
ちの形成（地域の維持）の実現化に向けた先導的な地区として円一エリアを再整備する方針とし
ます。

【具体的な方策】
・多世代交流が可能なオープンスペースの整備
・イベント開催等に適した利用者を制限しない機能・設備の導入

【具体的な方策】
・親子が団らんできるコミュニティスペースの整備
・子どもの多様な遊びの創出や子育て応援につながる機能・設備の導入

【具体的な方策】
・環境保護を目的とした緑化空間の整備
・環境負荷低減や環境学習につながる機能・設備の導入
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（２） 子育て支援機能

市⺠交流機能として導⼊する⼤型複合遊具は、にぎわい形成や、⼦どもが遊ぶ機能だけでは
なく、全身を用いた運動により⼦どもの運動能力低下を防ぐ効果も期待できます。そこで、⼤型
複合遊具に加えて、様々な特性の⼦どもが遊べるインクルーシブ遊具や乳幼児が安全に遊ぶこと
のできる遊具を導⼊し、保護者の見守りスペースも併せて整備します。
また、広場内には、フリスビーや柔らかいボールなどを用いて親⼦で遊べるようなスペースを

整備し、併せて、広場内で安全に遊ぶためのルール（硬いボールを使わないなど）を表示した看板
を設置します。
遊具の周辺には、親や⼦どもが日陰で休憩できるスペースとしてあずまやの整備を行います。

また、乳幼児連れの利用者が快適に広場を利用できるようにするために、水飲み・手洗い場を設
置します。
上記に加え、自転車で来訪する親⼦連れがいることも考慮して、⼦ども用自転車や⼦ども乗せ

自転車でも余裕をもって使用することのできる駐輪場の整備及び駐輪しやすい形態とします。

表 ４-３ 導入設備の例

＜インクルーシブ遊具＞ ＜余裕をもって子供乗せ自転車を駐輪できる駐輪場＞

出典：泉佐野市HP 出典： 株式会社ビシクレットHP
図 ４-２ 広場における子育て支援機能の整備イメージ

◆⼤型複合遊具 ◆インクルーシブ遊具 ◆幼児用遊具
◆フリスビーや柔らかいボール等で遊べるスペース
◆あずまや ◆水飲み・手足洗い場
◆⼦ども用自転車や⼦ども乗せ自転車でも使用しやすい駐輪場 など
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（２） 環境共生機能

全ての公用車用の駐車区画には、EV公用車の充電ポートの設置を検討します。
加えて、平面駐車場とする場合はカーポートを活用した太陽光発電パネルを設置し、隣接する

リージョンプラザ等の公共施設に対し、再生エネルギーによる電力供給を行います。

表 ４-６ 導入設備の例

＜EV車充電ポート＞ ＜カーポートを活用した太陽光発電＞
出典：神⼾市 出典：⼩城市HP

図 ４-５ 駐車場における環境保全機能の整備イメージ

平面駐車場・立体駐車場いずれの場合も導入
◆EV車（公用車）の充電ポート
◆V2X対応充放電装置 など

平面駐車場 立体駐車場
◆カーポートへの太陽光パネルの設置 ◆屋上への太陽光パネルの設置
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第６章 概算事業費

本事業の概算事業費は、計 11億 6,400 万円となります。内訳は下記表のとおりです。
ただし、昨今の資材費・人件費高騰の社会情勢を踏まえると、今後、以下に示す概算事業費は上

振れすることも予想されます。施設整備にあたっては、都市再生整備計画事業等により国からの
補助金等を活用することで、市の財政負担の軽減を目指します。

表 ６-１ 概算事業費の内訳

項目 金額（千円） 備考
既存施設解体（設計・工事） 425,000

三原市歴史⺠俗資料館・旧中央図書館 222,000
市営円一町駐車場 134,200
帝人通り駐車場 68,800

新規整備（設計・工事） 739,000
広場・遊具 395,000
平面駐車場 344,000 太陽光パネル等設置費を含む

概算事業費合計 1,164,000
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